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市長あいさつ
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はいさい ぐすーよー ちゅーうがなびら。

今回の市勢要覧では、コロナ禍が明け４年ぶりに開催

された那覇ハーリーをはじめ、活気や賑わいが戻る那覇

のイベントの様子をお伝えします。また、ＳＤＧsやウェ

ルビーング、デジタル社会の実現（DX）など社会情勢の

変化に応じるため、中間見直しを行った第５次那覇市総

合計画の概要についても掲載しております。

今後とも、なはに暮らし、働き、集うすべての人々の

期待感と高揚感にあふれるまちづくりを進めてまいりま

す。

ゆたさるぐとぅ うにげーさびら。



新型コロナウイルス感染症対策によるイベント自粛期間を経て４年ぶり
に通常再開となりました。
那覇三大祭りの「那覇ハーリー」「那覇大綱挽」「琉球王朝祭り首里」
に加え、「NAHAマラソン」の再開を喜ぶ人々で賑わいを見せました。

イベント再開
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那覇ハーリー

４年ぶりに開催された那覇ハーリー。
心地よい風と碧い海を背に、勇壮なハーリー競漕が
繰り広げられ、久しぶりの開催に心躍る時間となり
ました。
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那覇大綱挽まつり
４年ぶり制限なしの形で行われた
那覇大綱挽まつり。当日は市長による
「旗頭のまち」宣言も行われ、
会場は多くの市民や観光客の熱気に
包まれました。
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琉球王朝祭り首里

琉球王朝祭り首里が６年ぶりに通常開催されました。
首里城や国際通りで、王や王妃などに扮した200名余りの
市民が練り歩く古式行列が行われ、多くの人を楽しませ
ました。
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NAHAマラソン

県内外から2万人を超えるジョガーが参加したNAHA
マラソン。今大会では飲食物の差し入れも可能となり、
沿道には多くの方が応援に駆けつけました。
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基
本
構
想

基
本
計
画

実
施

計
画

● 自治会や校区まちづくり協議会など
が活発に活動するまちをつくる

● 市民が幅広い活動に参加する仕組
みが整ったまちをつくる

第5次那覇市総合計画施策体系

なはで暮らし、働き、育てよう！ 笑顔広がる元気なまち NAHA
～ みんなでつなごう　市民力 ～

小さな「わ」が大きな「Ｗａ」に
広がる協働によるまちづくり

● 地域の防犯・交通安全活動を推進
し、安全安心を実感できるまちをつ
くる

● 相談体制が充実した暮らしを守るま
ちをつくる

● 災害対応力の高いまちをつくる

地域の力が重なる
安全安心のまちづくり

● 平和を希求する想いを発信し、平
和の尊さを受け継いでいくまちを
つくる（施策６）

● 国際交流で、つながり、ひろがるま
ちをつくる

交流の輪を広げ
平和を希求するまちづくり

● 一人ひとりの人権が尊重され、誰も
が心豊かに安心して暮らせるまちを
つくる

人権が尊重され、
誰もが心豊かに安心して
暮らせるまちづくり

● 地域のみんなが、支え合うまちをつ
くる

● 小学校区などの身近な地域の中で、
高齢者がいきいきと暮らせるまち
をつくる

● 障がいのある人が安心して暮らし、
働けるまちをつくる

● 子どもの貧困対策をすすめ子ども
達が夢を持って成長できるまちを
つくる

地域で暮らし地域で支える
まちづくり

● 市民一人ひとりが健康づくりを実践
するまちをつくる

● 市民一人ひとりがこころの健康を維
持することができるまちをつくる

● 親と子が地域の中で共につながり
健やかに暮らせるまちをつくる

すべての人が健康で
生き生きと暮らせるまちづくり

● 地域医療の充実したまちをつくる
● 適切に救急医療につなげるまちを
つくる

● 健診受診の意識を高め、医療費の
適正化を進めるまちをつくる

身近な地域で良質かつ適切な
医療が受けられるまちづくり

● 衛生的で快適な生活環境を守るま
ちをつくる

● 健康危機管理体制が整ったまちを
つくる（施策20）

衛生的で快適に暮らし、
健康危機にも強いまちづくり

● すべてのこどものそれぞれの時期
に適した居場所のあるまちをつくる

● 支援が必要なこどもや保護者に必
要な支援が届くまちをつくる

子育てが楽しくなるまちづくり

● 自ら学び心豊かに成長する子どもを
応援するまちをつくる

● 学校施設の補修・整備をすすめ、安
全安心な教育環境があるまちをつ
くる

自らの力で未来を拓く
子ども達を応援するまちづくり

● どこでも誰でも生涯学習ができるま
ちをつくる

● どこでも誰でも生涯スポーツができ
るまちをつくる

● 学校が学びや育ちの拠点となるま
ちをつくる

生涯学習を推進し、
地域の教育力を向上させる
まちづくり

● 文化が保存され継承されるまちを
つくる

● 市民の文化芸術・芸能活動を支援
するまちをつくる

郷土の歴史、
伝統文化・芸能にふれあい、
新たな文化を創造する
まちづくり

● 国際化に対応した観光環境の整備
されたまちをつくる
（施策30）

● 那覇らしい観光資源の発掘・創造と
魅力のあるまちをつくる

ビジネス・リゾートと
歴史・文化が融合する
観光まちづくり

● 戦略的産業及び新たな産業の振興
により稼げるまちをつくる

● 商工業が発展するまちをつくる
● 農水産業が活き活きとしたまちをつ
くる

● 那覇港の物流・交流拠点機能を強
化し、世界に開かれたまちをつくる

● オープンデータが活用されるまち
をつくる

様々な産業が集い・育ち・
ひろがるまちづくり

● みんなが笑顔で楽しく働きやすいま
ちをつくる

● 産業を支える人材が育つまちをつ
くる

産業を支える市民と
その労働環境を整える
まちづくり

● 商店街やマチグヮーなどが賑わうま
ちをつくる

● 中心市街地の再整備などを行い魅
力あるまちをつくる

中心市街地を活かした
まちづくり

● 省エネを実践するライフスタイルへの転換を
促進するまちをつくる（施策41）

● ごみを減らし、資源として再使用、
再生利用するまちをつくる

省エネを実践し、
資源が循環するまちづくり

● 那覇らしい景観を実現し、次世代に受け継ぐ
まちをつくる

● 自然や水辺環境をみんなで育むまちをつくる
● 魅力ある公園を整備し、みどりを守り・育て・
活かすまちをつくる

● 地域と共にみどり豊かな美しい道路空間のあ
るまちをつくる

自然環境が育まれた那覇らしい
亜熱帯庭園都市のまちづくり

● 市街地の整備を促進し安全で快適な魅力ある
まちをつくる

● 誰もが移動しやすいまちをつくる
● 住宅環境が整備され、快適に住むことができ
るまちをつくる

● 人と動物が共生し、衛生的な生活環境が確保
されたまちをつくる

暮らして良し歩いて楽しい
快適なまちづくり

● 安全安心で快適な都市空間の確保されたまち
をつくる

● 強靭な水道で、いつでもどこでも安全安心な
まちをつくる

● 公共下水道を整備促進し、安全安心なまちをつくる

災害に強い都市基盤の整備で
安全安心のまちづくり

● 地域の特性を活かし魅力が高められたまちをつくる
● 那覇港湾施設(那覇軍港)の跡地を活かした
まちをつくる

那覇の魅力と特性を活かした
土地利用を進めるまちづくり

● 社会の変化に対応できる職員の育
成と組織づくりをすすめる

● 行政サービスの電子化により市民
の利便性を高める組織づくりをすす
める（施策57）

市民との信頼を深める
職員の育成と組織づくり

● 市民満足度の高いサービスの提供
をすすめる（施策58）

● 持続可能な財政運営をすすめる

基本構想を推進するために

効率的で効果的な
行財政運営を行う

基本計画にもとづいて3年間の具体的な事業計画を策定します。　 　事業の効果や財政状況を評価・勘案して毎年度見直し改定します。

まちづくりの姿勢：協働の絆・平和の絆 ・共生の絆・活力の絆・共鳴の絆

※下線部は
　今回の中間検証及び
　見直しの対象箇所です。

市民との信頼を深め、
効率的で効果的な
行財政運営を行う

ヒト・モノ・コトが集い、
育ち、ひろがる
万国津梁のまち　NAHA

自然環境と
都市機能が調和した
住みつづけたいまち　
NAHA

次世代の未来を拓き、
豊かな学びと文化が薫る
誇りあるまち　NAHA

互いの幸せを
地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち　NAHA

めざすまちの姿
多様なつながりで
共に助け合い、
認め合う安全安心に
暮らせるまち　NAHA

未来への視点：「つながる力」を広げる視点・ 「稼ぐ力」を高める視点・「ひきつける力」が輝く視点

まちづくりを支える新たな架け橋：デジタル社会の実現（ＤＸ）・  持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）・生きがいのある社会の実現（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）

Administrator
テキストボックス
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みが整ったまちをつくる
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し、安全安心を実感できるまちをつ
くる

● 相談体制が充実した暮らしを守るま
ちをつくる

● 災害対応力の高いまちをつくる

地域の力が重なる
安全安心のまちづくり

● 平和を希求する想いを発信し、平
和の尊さを受け継いでいくまちを
つくる（施策６）

● 国際交流で、つながり、ひろがるま
ちをつくる

交流の輪を広げ
平和を希求するまちづくり
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人権が尊重され、
誰もが心豊かに安心して
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くる

● 小学校区などの身近な地域の中で、
高齢者がいきいきと暮らせるまち
をつくる

● 障がいのある人が安心して暮らし、
働けるまちをつくる

● 子どもの貧困対策をすすめ子ども
達が夢を持って成長できるまちを
つくる

地域で暮らし地域で支える
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那覇の魅力と特性を活かした
土地利用を進めるまちづくり

● 社会の変化に対応できる職員の育
成と組織づくりをすすめる

● 行政サービスの電子化により市民
の利便性を高める組織づくりをすす
める（施策57）

市民との信頼を深める
職員の育成と組織づくり

● 市民満足度の高いサービスの提供
をすすめる（施策58）

● 持続可能な財政運営をすすめる

基本構想を推進するために

効率的で効果的な
行財政運営を行う

基本計画にもとづいて3年間の具体的な事業計画を策定します。　 　事業の効果や財政状況を評価・勘案して毎年度見直し改定します。

まちづくりの姿勢：協働の絆・平和の絆 ・共生の絆・活力の絆・共鳴の絆

※下線部は
　今回の中間検証及び
　見直しの対象箇所です。

市民との信頼を深め、
効率的で効果的な
行財政運営を行う

ヒト・モノ・コトが集い、
育ち、ひろがる
万国津梁のまち　NAHA

自然環境と
都市機能が調和した
住みつづけたいまち　
NAHA

次世代の未来を拓き、
豊かな学びと文化が薫る
誇りあるまち　NAHA

互いの幸せを
地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち　NAHA

めざすまちの姿
多様なつながりで
共に助け合い、
認め合う安全安心に
暮らせるまち　NAHA

未来への視点：「つながる力」を広げる視点・ 「稼ぐ力」を高める視点・「ひきつける力」が輝く視点

まちづくりを支える新たな架け橋：デジタル社会の実現（ＤＸ）・  持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）・生きがいのある社会の実現（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）

Administrator
テキストボックス
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多様なつながりで共に助け合い、
認め合う安全安心に暮らせるまち NAHA

イチャリバチョーデーとユイマー
ルの精神でおおらかなコミュニティ
を築きながら発展してきた那覇市
は、個人や個性を尊重し、多様な
生き方が認められる素地が整って
います。あいさつからはじまる交流
が世代を超えてつながり、市民み
んなが主役となり楽しく安全安心
に暮らせるまちをめざします。

*1地域の通り会やサークル
などの小さなグループである
「わ」が、様々なグループと
つながることで市全体に大
きく広がり、さらに、国際都
市として調和した「Ｗa」へと
発展させたいという想いが込
められた市民提案
*2近助とは、共助より身近
な地域で思いやりた譲り合い
の心を基本にした自然に出
てくる助け合いを指し、近年
使われ始めた言葉で、人々
をつなぐ絆への市民の願い
が込められた市民提案

そのために、お互いが思いやり
譲り合いの気持ちであふれ、心と
心が響きあい・紡ぎ合う協働によ
るまちづくりによって地域の力を高
めていきます。小さな「わ」が大き
な「Ｗa」*１へとつながるように、自
助、近助*2、共助、公助の役割を
確認し、地域の人々と行政が対話
を重ね、小学校区を対象としたま
ちづくりを進め、地域の課題解決に
協働で取り組みます。

防災・防犯に関する活動などを
通して、地域が結束した誇り高い
まちづくりを進めます。さらに、国内
外との交流の輪を広げ、恒久平和
を希求する市民の想いを未来へと
発信します。男女が対等な立場で
活躍することや性の多様性を意識
しながら、一人ひとりの人権が尊
重され、誰もが安心して暮らせる
まちづくりを進めます。

③

写真
①性の多様性を意識して、
すべての人が逝きやすい
社会を考えた「２０22ピン
クドット沖縄」
②火災予防に対する意
識を持たせる「那覇市消
防出初式」
③沿岸部に２０１６年建
設された「那覇市津波避
難ビル」

①

②

①

- 9 -



互いの幸せを地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち NAHA

超高齢社会の到来、少子化および核家族化が進
行する中においては、地域のつながりがより重要に
なります。すべての人が自分らしく輝き地域の一員と
して見守り・見守られ心身ともに健やかで安心して暮
らせるまちをめざします。

そのために、地域と世代がつなぐ支え合いにより、
子どもも、お年寄りも、障がいのある人もない人も、
皆が夢や生きがいをもち、地域の中で安心して暮ら
せるまちづくりを進めます。

また、誰もが健康で文化的な生活を営む環境を
整え、特に夢や希望にあふれる子どもたちへのセー
フティネットを拡げます。一人ひとりが自らの健康づく
りに取り組むよう、市民の健康意識を高めるとともに、
誰もが身近な地域で良質かつ適切な医療を受けら
れるまちづくりを進めます。住み慣れた地域で自分
らしく暮らせるよう住まい、医療、介護、予防、生活
支援が包括的に確保される体制を確立します。大
災害や感染症などの原因により生じる健康危機か
ら、市民や来訪者の健康を守る体制を整えます。

写真
①障がいのある人もいきいきと暮らせるまちへ
「障がい者美術展」
②就学前の児童の発達に関する相談と訓練
を行う子ども発達支援センター
③史跡や市街地を巡る健康ウォーキング大会
「ひやみかちなはウォーク」
④毎年、新百歳のお宅を訪問

①

②

④ ③

- 10 -



次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化が薫る
誇りあるまち NAHA

まちづくりは人づくりと言われるように、これからの
新しい時代を切り拓く人材こそが重要となります。全
ての成長過程にある子どもたちの主体性や創造性
を育み、向上心に富む市民が、輝かしい未来に向
かって歩む、豊かな学びと文化薫る、誇りあるまちを
めざします。

そのために、地域全体で子どもの成長を応援し、
市民が夢と希望にあふれ、子育てが楽しくなるまち
づくりを進めます。保育や教育の充実のためには、
家庭や地域、学校が一体となり、子どもたちをあた
たかく見守る環境が重要であり、市内の小学校をそ

の拠点にします。子どもたちが知的好奇心を高め、
自ら学び成長していくプロセスを応援するとともに、
その未来を拓く教育を推進する環境を整えます。い
つでもどこでもだれでも学びやスポーツを楽しめるま
ちづくりを進めます。

また、しまくとぅばに身近に接するとともに、郷土の
歴史や伝統文化などの価値を再確認する機会を創
出し、それらにふれあい、受け継ぎながら、新たな
文化を創造・発展させ、日常に文化が薫るまちづくり
を進めます。

①

写真
①２０１８年国
宝（建造物）に
指定された玉陵

②全国優勝な
ど目覚ましい活
躍をした子ども
たち に送る「青
少年特別賞」国
際通りを埋め尽
くすエイサー隊
「一万人エイ
サー踊り隊」

③国際通りを埋
め尽くすエイ
サー隊「一万人
エイサー踊り隊」

③② ③
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ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる
万国津梁のまち NAHA

我が国の南の玄関口として、アジ
アに開かれた那覇市は、アジアの
ダイナミズムを取り込むことによる新
たな時代の到来が実感できるよう
になりました。この機会を確実に捉
え、国内外から優れたヒトやモノが
集い、そこから新たなモノやコトの付
加価値を生み出し、世界へ羽ばた
くことで、飛躍感がみなぎる万国津
梁のまちをめざします。

そのために、先人が築き上げた歴
史と文化、亜熱帯特有の気候や自
然環境を活かし国内外はもとより、
外国からの旅行者が何度も訪れた
くなる観光地としての地位を築きま
す。また、経済成長の著しいアジア
にあって、主要都市との近接性等
の地理的優位性を活かしたビジネ
スとリゾートが融合する都市として
新たな地位を築きます。
さらに、広域での幅広い連携のも
と、リーディング産業である観光産
業や市内に集積が進む情報通信
関連産業はもとより、戦略的成長
産業に位置付けられた国際物流
関連産業など、様々な産業の活性
化や成長・振興を図ります。また、
マチグヮー*3等の地域資源を活か
した地域の活性化を図るとともに、
市民一人ひとりの働く力をさらに発
揮できる労働環境を整え、商都とし
ての活力を高めます。
*3昔ながらの商店街

①

②

③

写真
①アジアやヨーロッパ
から多くのクルーズ船
が訪れる

②国際色豊かになる
「那覇大綱挽まつり」

③国際通りには多くの
修学旅行生も訪れる③
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自然環境と都市機能が調和した
住みつづけたいまち NAHA

沖縄らしい亜熱帯庭園都市を形成
してきた那覇市は、魅力にあふれ住
みよいまちとして発展してきました。こ
れからも低炭素社会の実現に向けた
地球にやさしい環境共生都市と安全
安心で快適な都市機能を調和させ、
誰もが訪れたい、住みつづけたいまち
をめざします。

そのために、市内にある貴重な自
然環境と多様な生態系を後世に残
し、環境再生活動に積極的に取り組
むとともに、地球温暖化対策に資す
る取り組みを推進します。災害に強く、
安全安心・バリアフリーで快適な道
路や公園、交通システム、ライフライ
ンである上下水道等に必要な都市
基盤の整備とともに、市民や事業所
との連携により、公園などのあり方を
見直し、時代に適した再活用を図り
ます。

また、亜熱帯地域にふさわしい緑
と水辺空間を保全・創出するとともに、
西海岸に広がるウォーターフロントエ
リアの整備を進めるなど、那覇らしい
景観を維持しながら快適で住みよい
まちづくりを進めます。那覇軍港等の
大規模空間については、将来的な
経済発展を見据え、臨港・臨空の優
位性等それぞれの特色が発揮され
る活用を検討します。

①

②

③ ④

写真

①観光客と市民の憩いの場所
「波之上ビーチ」
②漫湖には様々な生き物が訪
れる
③竹筒にろうそくを入れた灯篭
でライトアップ「新都心竹あかり」
④湿地センター周辺にはいろい
ろな生き物が生息
⑤市内各地で行われる「年末
美化清掃」 ⑤

①

②
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姉
妹
都
市

友
好
都
市

交
流
連
携
都
市

人口：約98 万人
面積：約1,556 ㎢
1961 年1 月10 日姉妹都市提携

人口：約4万8千人
面積：約536㎢
1969年4月24日姉妹都市提携

人口：約30万人
面積：約146㎢
1978年10月23日姉妹都市提携

人口：約842万人
面積：約11,968㎢
1981年5月20日
友好都市提携

人口：約154万人
面積：約144㎢
1996年5月20日
友好都市提携

人口：約46万人
面積：約468㎢
2009年10月23日
交流連携都市提携

人口：約67万人
面積：約1,412㎢
2009年2月3日
交流連携都市提携
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那
覇
の
イ
ベ
ン
ト

4月
5月

6月 7月

8月 9月

10月

11月

12月

2月

波の上ビーチ海開き
壺屋でシーサーの日

沖縄国際映画祭 那覇ハーリー

慰霊の日
なはの日（7月8日）

一万人エイサー踊り隊 なは青年祭

那覇大綱挽まつり

ひやみかちなはウォーク

琉球王朝祭り首里

NAHAマラソン

読売巨人軍
那覇キャンプ
那覇美ら
さくらまつり
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位置と市域

那覇市の位置 北緯26°10’34”～14’46''
東経127°38’12''～44’19”（市の位置）
那覇市面積 41.46㎢（令和5年10月）

市のシンボル
【市 章】

ナハの字を円形に図案化し、
無限に膨張発展する那覇市の
姿を表しています。市制が施
行された大正10年（1921年）
に制定されました。

【市木 フクギ】

【市魚 マグロ】

【市花 ブーゲンビレア】 【市花木 ホウオウボク】

【市蝶 オオゴマダラ】
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市歌
那覇市歌の制定については、戦前の資料が戦争で失われた

ため、正確なことは分かっていません。しかし、当時の新聞
の記録や作詞家の安藤氏の当時の日記などから、制定された
のは、1929年（昭和4年）頃と推定されます。
1番から3番までの歌詞には、昭和初期の風光明媚な旧那覇

市の情景が盛り込まれており、2017年（平成29年）には、各
地域（那覇、首里、小録、真和志）の情景が盛り込まれた4番
から7番までの歌詞が新たに追加されました。
現在、市歌は市のさまざまな式典や行事などで演奏されて

います。
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指定文化財一覧

【那覇市内指定等文化財件数一覧】

【那覇市所在世界遺産】

条約資産別 国内指定区分 名 称 登録年月日 所在地・所有者等

記念工作物

重要文化財（建造物）

記念物（史跡）
園比屋武御嶽石
門

平成12年12月2日 首里真和志町１－７
那覇市

重要文化財（建造物）

記念物（史跡）

玉陵 平成12年12月2日 首里金城町１－３、３－１
沖縄県、那覇市

遺 跡

記念物（史跡） 首里城跡 平成12年12月2日 首里当蔵町３－１、１－１
国、沖縄県

記念物（特別名勝） 識名園 平成12年12月2日 字真地421－1ほか
那覇市外

有形文化財（88件） 無形文化財
（14件）

民俗文化財
（16件）

記念物
（53件） 選

定

保

存

技

術

登

録

有

形

文

化

財

国

県

市

別

計

建造物（14件） 美術工芸品（74件）

芸
能

工
芸
技
術

空

手

・

古

武

術

選
択

有
形

無
形

選
択

史
跡

名
勝
・
特
別
名
勝

天

然

記

念

物

建
造
物

国
宝

寺
院
建
築

城
郭
建
築

橋
梁

住
宅

そ
の
他

絵
画

彫
刻

工
芸
品

書
跡

典
籍

古
文
書

歴
史
資
料

国 1 2 1 3 2 3 2 5 6 1 1 2 6 5 2 1 6 49
県 1 1 3 1 7 7 36 4 3 2 2 3 1 7 1 1 80

市 1 1 2 1 3 10 28 2 1 49
計 1 1 1 5 1 5 7 7 39 4 3 7 7 8 5 1 3 10 3 41 8 4 1 6 178
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≪市民の生活　　Ｌｉｆｅ　ｏｆ　Ｃｉｔｉｚｅｎｓ≫

 注： 「人口密度」　「1世帯あたりの人員」は、令和4年12月31日現在の住民基本台帳人口による数値である。

　    「医療施設数」　「病床数」は、令和3年10月1日現在。人口は、令和4年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

      「消防職員数」　「市職員数」は、令和4年4月1日現在。人口は、令和4年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

人 口 密 度 1世帯あたりの人員 小売業の年間販売額
1商店あたり

公 園 面 積

（令和4年12月31日現在）
41.42㎞2（面積）

7,654人/km² 2.0人

（平成26年7月1日現在）

11,426万円 6.41㎡

（市民1人あたり）
（令和4年4月1日現在）

下水道普及率 1ヶ月間平均消費支出額
1世帯あたり（二人以上の世帯）

登録・届出保有自動車数

（乗用自動車1世帯あたり）
（令和3年度）

市 民 所 得

（市民1人あたり）
（令和元年度）

（令和3年度）

98.3％ 228,284円 0.94台 2,812千円

医療施設数 病 床 数 教員1人あたり 進 学 率

（病院･診療所･歯科診療所）

466ヶ所
(市民680人に1ヶ所）

3,484床
(市民91人に1床）

小学生→17.0人
中学生→14.5人

消防職員1人あたり 市職員1人あたり 令和3年度歳出決算額 令和3年度 市税

（令和4年4月1日現在）

市民1,145人

（令和4年4月1日現在）

市民147人

（一般会計）
（市民１人あたり）

592,943円

（市民1人あたり）

160,160円

（令和4年5月1日現在） （令和4年3月31日現在）

（令和4年12月31日現在）

（令和3年）

高校進学率

→97.3％
大学進学率

→54.7％

1



≪那覇市の１日　　A　ｄａｙ　ｏｆ　Ｎａｈａ　Ｃｉｔｙ≫

　注：那覇市の一日は、年間・年度間を365日で割ったものです。特にことわりのないものは、令和3年(1月～12月）の値です。

      「図書館貸出冊数」は、中央図書館開館日数（184日）で算出。

出 産 死 亡 結 婚 離 婚

6.7人 9.7人 4.2件

転 入 転 出 電 気

（令和3年度）

都 市 ガ ス

46.5人 47.1人 5,953千KWH 75.5千ｍ３

水道供給量1人あたり 交通法令違反
取締り状況

市 立 病 院
夜間救急受診状況

那覇空港乗降客

（令和3年度）

315㍑ 18.4件 31.9人

乗客 10,174人
降客 10,133人

市内バス利用者 ご み し 尿 火 災

（令和3年度）

9,665人

（令和3年度）

267㌧

（令和3年度）

13,136㍑ 0.18件

（令和4年）

（令和3年）
（那覇署管内） （令和3年度）

交 通 事 故

2.0件

救急車出動数

52件

刑 法 犯 罪

認知件数→ 4.2件
検挙件数→ 2.3件

市立図書館貸出冊数

（令和3年度）

3,946冊

（令和4年）

（令和3年）

（令和3年）

（令和3年）

（令和2年） （令和3年） （令和3年）

（令和4年）
（外国人を含む）

（令和4年） （令和4年）

（令和4年）
（外国人を含まない）

1.7件

2



≪統計から見た那覇市≫

数

市域面積 41.42 ㎢ 令 和 4 年 10 月 1 日 現 在

世帯数 144,355 世帯

人口 317,625 人

人口密度 7,688.4 人 令和2年国勢調査推計の面積（41.42㎢）

昼間人口 347,019 人

常住人口 317,625 人

人口集中地区面積 38.7 ㎢

人口集中地区人口 316,580 人

第1次産業従業者数 824 人

第2次産業従業者数 12,244 人

第3次産業従業者数 107,615 人

158,212 世帯

317,030 人

53,486 世帯

99,497 人

52,270 世帯

102,877 人

24,995 世帯

56,100 人

27,461 世帯

58,556 人

外国人(世帯・人口） 3,864 世帯　5,666 人

転入者数 16,980 人

転出者数 17,207 人

出生数 2,449 人

死亡数 3,531 人

婚姻届件数 1,525 件

離婚届件数 624 件

事業所数 17,339 事業所

従業者数 156,031 人

事業所数（製造業） 83 事業所

従業者数（製造業） 2,068 人

製造品出荷額等 2,885,247 万円

農家数 72 戸

農家世帯員数（個人経営体） 197 人

経営耕地面積 5,623　ａ

商店数 3,041 店

卸売業 693 店

小売業 2,348 店

従業者数 21,354 人

卸売業 6,173 人

小売業 15,181 人

年間商品販売額 76,913,717 万円

卸売業 50,085,273 万円

小売業 26,828,444 万円

住宅総数（居住世帯なしを除く） 138,040 戸

持ち家 48,560 戸

借家 84,440 戸

建物総数 53,943 棟 令 和 4 年 1 月 1 日 現 在 固定資産概要調書

住
民
基
本
台
帳

項　　　　　目 期 間 ・ 時 点 備　　　　考

国
　
勢
　
調
　
査

令和2年国勢調査

総数

令 和 4 年 12 月 31 日 現 在

本庁

真和志支所

首里支所

小禄支所

令 和 4 年 （ 年 間 ）

令 和 4 年 （ 年 間 ） 外国人を含まない

平 成 28 年 6 月 1 日 現 在 経済センサス‐活動調査

令 和 2 年 6 月 1 日 現 在
工業統計調査
(従業者4人以上の事業所）

令 和 2 年 2 月 1 日 現 在 2020年農林業センサス

平成26年7月1日現在 商業統計調査

内
訳

内
訳

内
訳

平成30年10月1日現在 住宅・土地統計調査内
訳

令和2年10月1日現在

令和2年10月1日現在 令和2年国勢調査

令和2年国勢調査

令和2年国勢調査

令和2年10月1日現在

令和2年10月1日現在

3



数

都市公園数 176 園

都市公園面積 203.25 ha

市営住宅管理戸数 5,687 戸 令 和 4 年 3 月 31 日 現 在

電灯使用電力量 1,009,638,504 KWH

電力使用電力量 1,163,055,099 KWH

都市ガス需要量 27,557,197 ㎥ 令 和 3 年 （ 年 間 ）

水道配水量 36,449,023 ㎥ 令和3年度（年度間）

下水道普及率（人口） 98.3 ％ 令 和 3 年 度 末 現 在

1人あたり市民所得 2,812 千円 令 和 元 年 度

消費者物価指数（総合） 100.1

消費者物価指数（食料） 100.6

消費者物価指数（住居） 101.0

消費者物価指数（光熱・水道） 102.5

1世帯あたり消費支出（月平均） 228,284 円 家計調査(二人以上の世帯)

1世帯あたり消費支出（月平均） 260,361 円 家計調査(二人以上の世帯のうち勤労者世帯)

国民年金被保険者数 62,266 人 令 和 4 年 3 月 31 日 現 在

国民健康保険加入者世帯数 49,634 世帯

国民健康保険被保険者数 77,076 人

病院数  17 ヵ所

診療所数 270 ヵ所

歯科診療所数 179 ヵ所

病床数 3,484 床

公害苦情件数 160 件

ごみ収集量 97,284 トン

し尿処理量 　4,795 ＫＬ

交通事故件数 732 件

救急車出動件数 18,875 回

火災件数 67 件

NTT加入件数 29,381 件 令和4年3月31日現在

保育所数・園児数 101 園／  6,398人 令和4年4月1日現在

総数  6 園／ 569 人

市立　0 園／　0 人

私立  6 園／ 569 人

小学校数・児童数 36 校  19,002 人

総数　 20 校／9,972 人

市立　18 校※／8,662 人 　（※若夏分校を含む）

私立　 2 校 　／1,310 人

高校進学率 97.3 ％

大学・短大進学率 54.7 ％

市立図書館蔵書冊数 669,028 冊 令 和 4 年 3 月 31 日 現 在

選挙人名簿登録者数 257,821 人 令 和 4 年 9 月 1 日 現 在

歳入決算額（一般会計） 183,483,891 千円

歳出決算額（一般会計） 172,129,353 千円

歳入決算額(特別会計） 70,013,855 千円

歳出決算額（特別会計） 68,789,184 千円

市税収入済額 50,775,573,512 千円

国民健康保険税調定額 4,559,143 千円

市職員数 2,436 人 令和4年4月1日現在

令 和 3 年 度

令 和 3 年 平 均

令 和 3 年 平 均
（二人以上の農林漁家
世 帯 を 含 む ）

令 和 3 年 度 平 均

令 和 3 年 10 月 1 日 現 在

令和3年度（年度間）

令和4年5月1日現在

令和4年3月31日現在

令和3年（年間）

令和２年＝100

項　　　　　目

幼稚園数・園児数

中学校数・生徒数

令和2年（年間）

期 間 ・ 時 点 備　　　　考

令和4年4月1日現在

令和3年度（年度間）
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【国勢調査人口の推移】

≪グラフで見る那覇市≫

【自然動態】（外国人を含む）

93,199
99,846 104,530

111,788
122,613

129,512
135,532

144,355

303,674 304,836 301,890 301,032
312,393 315,954 319,435 317,625

2.7

0.4

-1.0

-0.3

3.8

1.1 1.1

-0.6

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

昭和60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年 令和2年

世帯数 人口 人口増加率
(人) (％)

3,531

3,078

2,782

2,796

2,764

2,712

2,449

2,630

2,799

2,845

2,971

3,081

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

4

3

2

令和元年

30

平成29年

出生 死亡

(人)
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10　～　14

5　～　9

0　～　4

40　～　44

35　～　39

30　～　34

【人口ピラミッド】（令和4年12月31日現在）

100歳以上

95　～　99

25　～　29

60　～　64

45　～　49

75　～　79

70　～　74

65　～　69

20　～　24

55　～　59

15　～　19

80　～　84

50　～　54

90　～　94

85　～　89

【人口の年齢別構造】（令和4年12月31日現在）

1,0003,000

男

2,000 2,000 3,000

女

1,000

単位：人

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 老齢人口（65歳以上）

153,666

年少人口

23,041

15.0%

生産年齢人口

97,782

63.6%

老齢人口

32,843

21.4%

男 人 163,364

年少人口

22,126

13.5%

生産年齢人口

97,109

59.4%

老齢人口

44,129

27.0%

女 人
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36.93 ㎢

【都市計画地域】(令和５年３月31日現在）

【気象】（令和3年）

118.5

194.5

69.5
92.0

163.5

893.5

337.5

109.5

241.0

107.5 92.5
66.0

23.3
25.0

26.6 27.4

31.1
31.9

33.4 33.1 33.5
31.5

27.5

25.1

16.8
18.5

20.8
21.7

25.8
27.1

28.8 28.7 28.8

26.0

21.8

18.9

9.7
11.1

13.8
15.8

19.2

22.5
24.8 25.3 

24.3

19.8

15.8

12.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

1000.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

mm

降水量 最高気温 平均気温 最低気温

℃

．

市街化
調整区域
894.7ha

市街化区域
3,250.9ha
（78.4%）

第一種低層

住居専用地域

959.4ha(29.5%)

第二種低層

住居専用地域

59.3ha(1.8%)

第一種中高層

住居専用地域

625.9ha(19.3%)

第二種中高層

住居専用地域

170.9ha(5.3%)

第一種

住居地域

367.6ha(11.3%)

第二種

住居地域

155.9ha(4.8%)

準住居地域

129.0ha(4.0%)

近隣商業地域

140.8ha(4.3%)

商業地域

426.3ha(13.1%)

準工業地域

184.4ha(5.7%)

工業地域

31.4ha(1.0%)

工業専用地域

0ha(0%)

市街化区域 3,250.9ha
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　【那覇空港の旅客数と貨物量】（令和3年）

【経済センサス‐活動調査】（平成28年6月1日現在）

農林業

10ヵ所

0.1%

漁業

2ヵ所

0.0%

鉱業,採石業,

砂利採取業

5ヵ所

0.0%

建設業

765ヵ所

4.4%

製造業

388ヵ所

2.2%

電気・ガス・熱

供給・水道業

4ヵ所

0.0%
情報通信業

316ヵ所

1.8%

運輸業,郵便業

306ヵ所

1.8%

卸売業,小売業

4,385ヶ所

25.3％

金融業,保険

業354ヵ所

2.0%

不動産業,物

品賃貸業

1,848ヶ所

10.7%

学術研究,専門・

技術サービス業

906ヶ所

5.2%

宿泊業,飲食

サービス業

3,500ヶ所

20.2%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

1,507ヶ所

8.7%

教育,学習支

援業

780ヶ所

4.5%

医療,福祉

1,292ヵ所

7.5%

複合サービス

事業 61ヵ所

0.4%

サービス業※

910ヵ所 5.2%

事業所数 17,339ヵ所

※サービス業は他に分類されないものである。

農林業

77人

0.0%

漁業

14人

0.0% 鉱業,採石業,砂

利採取業

26人

0.0%

建設業

7,780人

5.0%

製造業

3,132人

2.0%

電気・ガス・熱

供給・水道業

268人

0.2%

情報通信業

6,818人

4.4%
運輸業,郵便

業

9,827人

6.3％

卸売業,小売

業

30,380人

19.5%

金融業,保険

業

7,434人

4.8%

不動産業,物

品賃貸業

6,733人

4.3%

学術研究,専門・

技術サービス業

7,728人

5.0%

宿泊業,飲食

サービス業

22,792人

14.6%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

7,192人

4.6%

教育,学習支

援業

4,607人

3.0%

医療,福祉

20,988人

13.5%

複合サービス

事業2,092人

1.3%

サービス業※

18,143人

11.6%

従業者数 156,031人

7,435,162 

5,110,943 

4,530,985 

4,236,367 

5,214,711 

6,635,024 

5,575,869 

6,260,754 

6,889,762 

7,668,228 

5,474,836 

5,227,919 

10,988,124 

8,797,847 

8,591,877 

7,785,541 

7,969,970 

8,709,108 

7,972,240 

7,711,872 

8,605,550 

8,722,540 

7,056,275 

7,474,800 

0 20,000,000

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月

積荷

卸荷

（ｋｇ）531,637 

463,330 

357,508 

239,486 

317,607 

285,177 

200,485 

248,182 

317,387 

374,671 

164,687 

198,515 

504,330 

470,113 

351,134 

242,283 

331,015 

275,846 

198,360 

272,564 

307,649 

373,917 

163,181 

223,032 

01,000,000

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月

降客

乗客

（人）
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36.93 ㎢

【1世帯あたり1ヶ月間の消費支出割合】（令和3年平均）農林漁家世帯を含む

【消費者物価指数】

97.8

98.4
98.7

99.1

100.3
100.6

100.0
100.1

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

平成26 27年 28年 29年 30年 令和元年 2年 3年

令和2年＝100

食料

66,970円

29.3%

住居

27,286円

12.0%
光熱・水道

19,513円

8.5%
家具・家事用

品

8,975円

3.9%

被服及び履

物

5,345円

2.3%

保健医療

11,515円

5.0%

交通・通信

28,660円

12.6%

教育

6,129円

2.7%

教養娯楽

17,141円

7.5%

その他

36,753円

16.1%

二人以上の世帯
228,284円

食料

71,738円

27.6%

住居

31,962円

12.3%

光熱・水道

20,347円

7.8%
家具・家事用

品

10,058円

3.9%

被服及び履

物

6,861円

2.6%

保健医療

11,754円

4.5%

交通・通信

35,984円

13.8%

教育

10,502円

4.0%

教養娯楽

19,884円

7.6%

その他

41,272円

15.9%

二

二人以上の世帯のうち勤
労者世帯 260,361円

食料

2,999円

住居

2,225円
交通・通信

1,268円

教養娯楽

728円

被服及び履

物

273円

光熱・水道

820円

家具・家事用

品

403円

保健医療

467円
教育

250円
諸雑費

566円

◆家計の消費支出を10,000円で仮定した際の割合
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36.93 ㎢

【自動車保有台数】

7,103

43,873

44,125

56,011

56,401

21,051

21,024

21,282

21,015

20,923

146,729

145,694

147,324

147,440

145,208

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000

3年

2年

令和元

年

30年

29年

乗用自動車 貨物自動車 その他

12,538
12,727 12,968

13,127 13,243

9,597 9,819 10,099 10,273
10,468

38.83
39.53

40.35

40.95 41.63

28.0

31.0

34.0

37.0

40.0

0

4,000

8,000

12,000

16,000

29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度

人員 被保護世帯 保護率（人）
（‰）

（台）

【生活保護の状況】

その他

保護率
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36.93 ㎢

【月別火災件数】(令和3年　67件）

【救急活動状況】（令和3年　18,875件）

0

2

4

6

8

10
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

火災事故

92件

0.5%

自然災害

1件

0.0%

水難事故

23件

0.1%

交通事故

840件

4.5% 労働災害

47件

0.2%
運動競技

34件

0.2% 一般負傷

2,947件

15.6%

加害

144件

0.8%

自損行為

221件

1.2%
急病

13,060件

69.2%

その他

1,466件

7.8%

1月
（12件）

2月

3月
（8件）

4月

5月
（6件）

6月
（10件）

7月
（7件）

8月
（12件）

9月
（6件）

10月
（6件）

11月
（6件）

12月
（8件）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

10

5 5

6

4

5

4

3

5

7

4

9

（件数）

搬送人員：16,196名
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【入域観光客数及び観光収入の推移】※令和2年度の観光収入については未集計

【航路別県外観光客数の構成比】（令和3年度　観光客総数　2,935,821人）

5,981,552

6,224,222
6,382,633 6,345,745

2,326,818

2,935,821

1,785,490

2,222,441
2,435,770

1,970,022

0 0

318,783
340,623

383,507 381,470

126,252

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

7,000,000

28年度 29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度

(百万円)(万人)

県外観光客数 外国観光客数 観光収入観光収入

東京 1,461,192人
（49.8％）

名古屋 257,994人
（8.8％）

阪神 622,445人
（21.2％）

鹿児島 59,200人
（2.0％）

福岡 400,189人
（13.6％）

外国 0人
（0.0％）

他府県 134,801人
（4.6％）

146

26

62
40

6
13

0
0

50

100

150

200

250

300

東京 名古屋 阪神 福岡 鹿児島 他府県 外国

(万人)

12



【一般会計】(令和3年度）

【市税収入状況】(令和2年度）

市税

50,775,574千

円

27.7%

国庫支出金

60,024,890千

円

32.7%

地方交付税

10,771,719千

円

5.9%

市債

14,968,474千

円

8.2%

使用料

及び

手数料

3,352,671千円

1.8%

その他

43,590,563千

円

23.8%

歳入 183,483,891千円

民生費

89,606,299

千円

52.1%
土木費

10,366,033

千円

6.0%

教育費

14,459,954

千円

8.4%

総務費

21,453,021

千円

12.5%

公債費

14,125,787

千円

8.2%

衛生費

14,199,184

千円

8.2%

その他

7,919,075千

円

4.6%

歳出 172,129,353千円

市民税

19,847,021,000円

39.4%

固定資産税

24,525,331,000円

48.7%

事業所税

1,099,096,000円

2.2%

市タバコ税

4,114,709,000円

8.2%

軽自動車税

817,824,000円

1.6%

その他

7,262,000円

0.0%

市税収入 50,411,243,000円

13



　【産業中分類別商店数・従業者数】　　（平成26年7月1日現在）

各種商品 繊維・衣服 飲食料品 建築材料・鉱物・

金属材料

機械器具 その他

6

238

2,018

814

1,647

1,450

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（店、人） 【卸売業】商店数 従業者数

54 84
166 175

212

2

各種商品 織物・衣服・

身の回り品
飲食料品 機械器具 その他 無店舗

1,328

1,826

5,718

177

4,946

413

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（店、人）
【小売業】商店数 従業者数

７

79

438

950 871

57
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市民憲章

私たちは那覇市民であることに誇りを持ち、
みんなで明るく住みよいまちをつくるため、
すすんでつぎのことをまもりましょう。

１ 私たちはまちを美しくしましょう
１ 私たちは公共物を大切にしましょう
１ 私たちは時間を守りましょう
１ 私たちは交通道徳を重んじましょう
１ 私たちは誰にも親切にしましょう

2024 市勢要覧
（発行 2024年3月）




